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兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
だ
よ
り

広
告

Vol.13
□お問い合わせ／
兵庫県中小企業団体中央会
神戸市中央区下山手通 4-16-3
兵庫県民会館 3 階 
TEL.078-331-2045

兵庫県中央会

メール  hyogo@chuokai.com　
ホームページ www.chuokai.com

ドッグカフェに並ぶハッピーグロウの商品

中
央
会
が
商
品
の

　
　
　 
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
!

中
央
会
が
商
品
の

　
　
　 
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
!

　
兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
昨
年
度
、
目
利
き
会
事
業
と
し
て
新
た
な

販
路
を
求
め
る
事
業
者
に
対
し
バ
イ
ヤ
ー
経
験
者
な
ど
の
専
門
家
の
支
援
に
よ

り
販
路
を
つ
な
ぐ
事
業
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
成
果
の
中
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
グ
ロ
ウ
と
鈍
渡
技
研
電
子
工
業
の
二
つ
の
事

例
を
紹
介
す
る
。

株
式
会
社

ハ
ッ
ピ
ー
グ
ロ
ウ

神
戸
市
中
央
区
花
隈
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機
能
性
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を

開
発
・
製
造
す
る
ハ
ッ
ピ
ー

グ
ロ
ウ
は
3
年
前
の
創
業

来
、
口
コ
ミ
に
よ
る
営
業
に

頼
っ
て
き
た
が
今
年
1
月
、

兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
支
援
を
得
て
、
人
気
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
店
頭
に
商

品
が
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
ネ

ッ
ト
で
販
売
し
た
い
と
い
う

代
理
店
も
現
れ
、
5
月
か
ら

は
大
手
服
飾
店
へ
の
O
E
M

（
発
注
元
ブ
ラ
ン
ド
で
の
生

産
）
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

同
社
は
、
動
物
の
免
疫
力

を
引
き
出
す
乳
酸
菌
産
生
エ

キ
ス
の
開
発
者
と
知
り
合
っ

た
取
締
役
の
高
木
貞
司
氏
が

そ
の
可
能
性
に
着
目
し
創

業
。
当
初
は
乳
牛
農
家
向
け

に
疾
病
予
防
対
策
と
し
て
販

営
業
資
料
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト

人
気
店
へ
の
納
入
決
ま
る

　

各
種
監
視
シ
ス
テ
ム
を
製

造
す
る
鈍
渡
技
研
電
子
工
業

は
昨
年
6
月
、
高
齢
者
見
守

り
の
た
め
の
生
体
赤
外
線
監

視
装
置
「
ア
ン
シ
ー
ン
」
発

売
し
た
。
当
初
は
広
く
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
定
め
商
品
の
認
知

を
図
っ
て
売
り
上
げ
に
つ
な

げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

専
門
家
や
中
央
会
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
自
治
体
か
ら
開

拓
す
る
戦
略
に
注
力
し
、
手

ご
た
え
を
つ
か
み
つ
つ
あ

る
。

　

「
ア
ン
シ
ー
ン
」
に
は
、

生
体
温
度
を
検
出
す
る
赤
外

線
セ
ン
サ
ー
が
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
約
4
メ
ー
ト
ル
先

ま
で
の
体
温
を
数
秒
ご
と
に

検
知
し
、
安
否
状
況
を
確
認

す
る
。
情
報
は
K
D
D
I
の

通
信
回
線
を
使
っ
て
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
10
人
ま
で

送
信
で
き
る
。
セ
ン
サ
ー
が

12
時
間
検
知
し
な
い
場
合
に

は
「
異
常
事
態
発
生
メ
ー

ル
」
を
自
動
送
信
す
る
ほ

か
、
使
用
者
が
非
常
時
に
知

ら
せ
る
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
機
能

の
追
加
も
可
能
。
防
犯
対
策

と
し
て
生
体
を
検
知
す
る
と

警
報
音
を
鳴
ら
し
、
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
警
備
モ
ー
ド
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
引

く
必
要
が
な
く
、
家
庭
用
電

源
で
使
用
で
き
る
の
が
特
徴

だ
。

　

発
売
時
は
個
人
客
、
警
備

会
社
向
け
の
販
売
を
見
込

み
、
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
新

聞
に
広
告
を
出
し
た
。
し
か

し
、
中
央
会
の
担
当
者
か
ら

「
ア
ン
シ
ー
ン
」
か
ら
の
情

報
を
集
中
管
理
で
き
る
機
能

に
着
目
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
て
自
治
体
か
ら
訪
問
す

べ
き
と
の
提
案
を
受
け
た
。

さ
っ
そ
く
自
治
体
を
訪
ね
て

み
る
と
「
見
守
り
機
能
で
は

介
護
保
険
に
適
用
さ
れ
な
い

が
、
徘
徊
防
止
で
あ
れ
ば
適

用
で
き
る
。
警
備
モ
ー
ド
を

転
用
す
れ
ば
徘
徊
検
知
に
使

え
る
」
と
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
っ

そ
く
介
護
保
険
対
象
商
品
と

し
て
申
請
し
認
定
を
受
け
、

現
在
、
福
祉
関
連
商
品

販
売
会
社
か
ら
カ
タ
ロ

グ
に
載
せ
た
い
と
の
依

頼
が
舞
い
込
ん
で
い

る
。「
中
央
会
が
つ
な

い
で
く
れ
た
お
か
げ
で

自
治
体
に
会
う
こ
と
が

で
き
、
そ
こ
で
こ
ち
ら

が
考
え
て
い
な
か
っ
た

ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
介
護
保

険
適
用
で
あ
れ
ば
利
用

者
負
担
が
少
な
く
導
入

を
考
え
て
も
ら
い
や
す

く
な
る
」
と
鈍
渡
喜
一

特定退職金共済制度特定退職金共済制度人材の確保と
定着のために

（特定退職金共済制度実施団体）兵庫県中小企業団体中央会
【お問い合わせ】三井生命保険株式会社（引受生命保険会社）
　　　　　　　　神戸支社/TEL.078-393-3191　西宮支社/TEL.0798-23-1456　姫路支社/TEL.079-224-7812

【お問い合わせ】三井生命保険株式会社
　　　　　　　　神戸支社/TEL.078-393-3191　西宮支社/TEL.0798-23-1456　姫路支社/TEL.079-224-7812

※ご加入の際には兵庫県中央会退職金共済規程および特定退職金共済制度パンフレットにて詳細を必ずご確認ください。
※平成24年4月現在の税制に基づいた記載です。今後税制改正が行われた場合には記載の内容と相違する場合があります。

特定退職金共済制度5つのメリット！
❶ 大企業並みの退職金制度を計画的に確立　❷ 掛金は１人月額3万円まで非課税
❸ 従業員の給与の上積みにならない　　　　❹ 中小企業退職金共済制度との重複加入が可能
❺ 年金または一時金を退職者が選択できる

「オーナーズプラン」中央会団体扱新しい時代を勝ち抜く
経営者の皆さまへ

❶ 退職金、弔慰金が準備できる
❷ 経営安定のための事業保全資金が準備できる
❸ 保険種類によっては保険料を損金算入できる

「オーナーズプラン」

契約要件：兵庫県中央会の会員組合に所属する組合員（法人・個人事業主）であることが条件となります。

オーナーズ
プラン
3つの特徴！

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
グ
ロ
ウ

営
業
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

自
治
体
向
け
に
活
路
開
く

株
式
会
社
鈍
渡
技
研
電
子
工
業

ど
ん

ど

郎
社
長
。

　

現
在
、
県
内
の
あ
る
自
治

体
で
は
、
1
人
住
ま
い
の
高

齢
者
宅
に
「
ア
ン
シ
ー
ン
」

を
設
置
し
、
見
守
り
に
活
用

し
て
い
る
。「
担
当
者
が
頻

繁
に
自
宅
を
訪
問
す
る
こ
と

な
く
安
否
状
況
を
確
認
で
き

る
と
の
評
価
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
」。
今
後
は
商
品
が
掲

載
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を

持
っ
て
自
治
体
へ
の
売
込
み

に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。

中央会より皆さまへ耳より情報！中央会より皆さまへ耳より情報！

第97回トップマスターズモード発表会開催
　美容業界でトップレベルの技術者集団である全日本美容講師会会員が繰り広げるトップ
マスターズモード発表会は、全国の美容師の知識・技術向上そして、今後の美容業界の発

展を目指して実施している事業で
す。着付・ヘアの華やかな舞台で
構成されています。是非、この機
会にご来場ください。（入場券必
要）
　日　時／2012年9月4日（火）
　　　　　開場12:30 開演13:30
　会　場／ワールド記念ホール
　　　　　（ポートアイランド）

主催／全日本美容講師会　問い合せ先／兵庫県美容業生活衛生同業組合 TEL 078-575-5885

主催／兵庫県中小企業団体中央会

主催／兵庫県中小企業団体中央会

売
し
て
い
た
。
５
年
前
、
高

校
時
代
の
同
級
生
で
た
く
さ

ん
の
ペ
ッ
ト
を
家
で
飼
っ
て

い
た
現
社
長
の
森
江
里
子
氏

に
エ
キ
ス
を
紹
介
し
た
。
そ

の
効
果
に
驚
い
た
森
氏
が
経

営
に
加
わ
り
、
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て

エ
キ
ス
を
混
ぜ
た
ペ
ッ
ト
フ

ー
ド
を
独
自
に
開
発
。
現
在

は
ペ
ッ
ト
専
用
の
フ
ー
ド
、

お
や
つ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
に
特
化
し
て
い
る
。

　

無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
て
エ

キ
ス
を
加
え
た
機
能
性
フ
ー

ド
を
二
人
で
手
分
け
を
し
て

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
営
業
に

回
っ
た
が
反
応
は
鈍
か
っ

た
。「
名
前
の
知
ら
れ
て
い

な
い
会
社
。
エ
キ
ス
の
効
果

を
説
明
し
て
も
な
か
な
か
信

じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と

高
木
氏
は
話
す
。

　

中
央
会
の
専
門
家
と
出
会

っ
た
の
は
昨
年
10
月
。
最
初

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
営
業
用
に

プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
り
直
す

こ
と
だ
っ
た
。
商
品
の
特
徴

と
エ
キ
ス
を
伝
え
る
わ
か
り

や
す
い
資
料
が
出
来
上
が
っ

た
。
専
門
家
は
元
百
貨
店
の

バ
イ
ヤ
ー
。
そ
の
人
脈
を
使

っ
て
同
社
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
た
宝
塚
市
内
の
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
店
長
と
1
月

に
面
会
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
回
答
は
「
ま
ず
は
お
や

つ
か
ら
」
と
の
条
件
な
が
ら

二
つ
返
事
で
O
K
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。「
中
央
会

へ
の
信
用
度
が
一
番
。
も
ち

ろ
ん
エ
キ
ス
の
効
果
が
伝
わ

っ
た
」
と
喜
ぶ
。
こ
の
シ
ョ

ッ
プ
は
阪
神
・
神
戸
間
で
は

よ
く
知
ら
れ
た
シ
ョ
ッ
プ

で
、
「
営
業
に
回
る
際
に
も

そ
の
シ
ョ
ッ
プ
へ
納
入
し
て

い
る
実
績
が
大
き
な
ア
ピ
ー

ル
材
料
に
な
る
」
と
い
う
。

　

現
在
は
新
商
品
の
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
だ

わ
り
の
原
材
料
を
使
っ
て
い

る
た
め
そ
の
調
達
が
ネ
ッ
ク

に
な
り
生
産
数
量
が
限
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
材

料
が
手
に
入
り
や
す
い
米
粉

の
お
や
つ
を
開
発
し
た
。

「
今
後
は
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

だ
け
で
な
く
、
獣
医
向
け
に

も
販
路
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

三井-企-24-40 B-24-1137（H24.5）使用期限H25.3

組 合
NEWS中小企業のためのソーシャルメディア活用セミナー

　ソーシャルメディアの先駆者から学び、活用し、ビジネスへ！３回シリーズのセミナーを開催します。
①ソーシャルメディア概論 ～現状と今後の展開を語る～ あなたはどれだけソーシャルメディアを知って使っていますか？
　日時／7月3日（火） 14：30～16：30　場所／兵庫県民会館10階 福
　講師／道端俊彦氏（株式会社ミチバタ・ジャパン・リミテッド代表取締役・ソーシャルメディアドライブ代表）
②ビジネスソーシャルメディア ～ソーシャルメディアがビジネスチャンスを生み出す理由～
　さあ、ソーシャルメディアをビジネスに活かしていきましょう！
　日時／7月10日（火） 14：30～16：30　場所／兵庫県民会館10階 福
　講師／ノブ横地氏（株式会社ザワン 専務取締役・ソーシャルメディアマーケティング協会 代表理事）
③facebook実践 ～共感・クチコミ・リアルへ繋げる～ どうやって、ファンを増やすの？パソコンを使ってその場で習得！
　日時／7月19日（木） 13：30～16：30　場所／ひょうご産業活性化センター IT研修室（さんぱる７F）
　講師／長沼実侑紀氏（株式会社ウエストデータプロ 代表取締役）

　対　象／中小・零細企業、個人経営者でソーシャルの活用に興味のある方
　参加費／各1,000円（資料代として当日会場でお支払いいただきます）
　申　込／当会経営支援・地域支援課 TEL078-331-2045

セミナー
のご案内

農業ビジネス開発セミナー
　農業分野で新たなビジネス開発にチャレンジす
る農家の方、中小企業の方を応援します。
　専門家講師と先進事例の発表による4日間、計
8講座を開催。
　日　時／第1回：7月25日(水)
　　　　　第2回：8月 8日(水)
　　　　　第3回：8月29日(水)
　　　　　第4回：9月 5日(水)
　　　　　いずれも13：30～16：40
　場　所／兵庫県民会館
　受講料／8,000円
　申　込／当会支援部 TEL078-331-2045

セミナー
のご案内

経営改善及び労務改善のための
経営力向上セミナー

　具体的な事例でわかりやすくご紹介します。セ
ミナー終了後直接ご相談できる個別相談開催（事
前予約要）
　日　時／6月26日（火） 14：00～16：00
　場　所／県民会館902
　講　師／富間克雄（兵庫県立大学経営学部）
　申　込／当会経営支援・地域支援課
　　　　　TEL078-331-2045　

セミナー
のご案内

　今回取り上げた2つの事例は、優れた商品でありながら知名度が無く、なかなか販路開拓
できなかった中小企業製品について中央会が元バイヤーなどの専門家を派遣し、成約に結び
つけた事例です。
　昨年度は支援先7社のうち、2社が販路の開拓に成功しました。
　しかしながら、成約に結びつかなかった商品の中には更なる改善が必要だと指摘を受けた
ものもあり、開発段階からマーケットを意識したものづくりが重要であることを理解するき
っかけとなりました。
　本年度は、昨年度までの「目利き会事業」を発展させ、支援テーマを環境やエネルギー分
野の新商品や新サービスの開発とした「新規連携先開拓事業」等により、開発段階から幅広
く商品化や販路開拓の支援を行っていく計画です。
　ご関心のある事業者の方は、下記までお問い合わせ下さい。

兵庫県中小企業団体中央会　TEL 078－331－2045
（経営支援・地域支援課 担当/西口）

中央会が新製品や新サービスの
販路開拓を支援します

中央会が新製品や新サービスの
販路開拓を支援します

※他の特定退職金共済制度との重複加入は認められません。

企業の永続的な繁栄、発展とリスクマネジメントのために、企業の舵取り役としてご活躍の経営者の皆さまを対象としたプランです。


